
『私を追いかける神の愛』 詩篇２３篇１～６節 2016.11.27（聖日礼拝説教より） 

『知れ。主こそ神。主が、私たちを造られた。私たちは主のもの、主の民、その牧場の羊である。』   詩篇１００篇 ３節 

◆羊飼い(イエス様)に導かれる羊(私たち)がいただく慰め(詩篇 23:4)は「勇気づけ、安心させ、励ます」と訳される。力

ある方が味方だからこそ、本当の慰めがある！ 

❶招かれる喜び！主は私たちを客として迎え、『私の敵の前であなたは食事をととのえ(詩編 23:５)』られる。神による

食卓は聖書の随所にある。エジプトの奴隷生活から脱した民を荒野で導くのに、マナ・うずら・岩から湧水で育ま

れた！呟く民をそれでももてなした！主の十字架後、弟子たちが徹夜の漁で一匹の収穫なしの夜明け前、主は岸辺

から声をかける…『子どもたちよ。食べるものがありませんね(ヨハネ 21:5)』。復活の主は彼らの労苦を知り、朝食を用意

されていた。主は全ての人の心の扉を叩き招かれる。『見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。だれでも、わたしの声を聞

いて戸をあけるなら、わたしは彼のところに入って、彼とともに食事をする(黙示録 3:20)』。聖書が描く神は、私たちを愛

し、招き、共に交わるお方！この食事は『聖餐』！私たちを罪から救うために裂かれた御体と流された血潮をいただ

き、罪と悪魔に勝利の祝杯をあげる！『私の杯は溢れます』と。 

❷神の愛、我に迫れり！『まことに』とは、夢幻ではなく「本当だった」との体験の証！『慈しみ』とは、愛する者に惜

しみなく善きものを贈る神の好意！『恵み』とは、何があっても変わらず、揺るがない真実な愛！『追ってくる』とはど

こまでも、しつこく追い回すこと。私たちは想定外の試練に、すぐに巻き込まれ、振り回され、神の憐れみを忘

れ、仰ぐべき恵みの主を見失う！あなたは自分の弱さを自覚し、神の恵みの必要性を本当に実感しているだろう

か？◆イエス様が十字架に架かる直前、ペテロは「たとえ全ての者が躓いても私は躓かない」と言い、主を三度否定す

ると予告されても、「主と一緒に死にます」と豪語したが、祈るべき時に居眠りし、「あなたはクリスチャンですよね」と

聞かれて主を否む。しかし主は、「あなたの信仰がなくならないように祈りました。立ち直ったら兄弟たちを力づけて…(ルカ

22:32)」と、彼の弱さも裏切りも承知で、とりなし、慰め、力づけた！自分の弱さの自覚があればこそ本気で神に

委ね、目を覚まして祈り続けることができる。その人こそ本当に力強い人生を送ることができる。 

★今週、主の招きを日々聴き、主と親しく交わり、罪と悪に勝利の祝杯をあげよう！ 


